
24時間対応の定期巡回・随時対応サービスについて

○ 訪問介護などの在宅サービスが増加しているものの、重度者を始めとした要介護高齢者の在宅生活を２４時間支える仕
組みが不足していることに加え 医療ニ ズが高い高齢者に対して医療と介護との連携が不足しているとの問題がある組みが不足していることに加え、医療ニーズが高い高齢者に対して医療と介護との連携が不足しているとの問題がある。

○ このため、①日中・夜間を通じて、②訪問介護と訪問看護の両方を提供し、③定期巡回と随時の対応を行う「定期巡回・
随時対応型訪問介護看護」を創設（2012年４月）。

○ 2012年12月末現在では、83保険者（市町村等）、140事業所が指定。
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【三菱UFJリサーチ＆コンサルティング調査より】
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